
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,2250 4,2472 0,53% 5,58% 4,0044 4,2724

対円 JPY 25,78 25,67 -0,43% -5,15% 27,69 25,44

対ユーロ BRL 4,6503 4,6853 0,75% 4,01% 4,4801 4,7151

対ドル JPY 109,02 108,96 -0,06% 0,07% 107,65 110,29

対ユーロ JPY 120,02 120,21 0,16% -1,43% 119,78 122,87

Index 115.385 115.528 0,12% -0,10% 119.593 112.826

bps 97,40 98,23 0,85% -1,69% 106,79 96,48

% 6,71 6,69 -0,30% -1,43% 6,87 6,64

% 4,34 4,36 0,46% -4,39% 4,56 4,31

% 1,77713 1,76325 -0,78% -7,65% 1,9003 1,7695

Index 172,95 171,14 -1,05% -8,41% 187,87 170,61

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日の相場は、前日
２０２０年以降の利下げは緩やかになるとのタカ派的な声明により、金利のイールドカーブは上昇となったことで
３．９６レアル台までレアル高に進行したものの、米国での１０月シカゴ製造業景気指数が４３．２ポイント（市場
予想４８．０％、前月４７．１％）と弱かったことや、月末の
した。ボベスパ指数は前日の
い経済指標に伴う米国株の下落、ブラジル国内での金利の上昇に伴い、朝方は１０６，０００ポイント前半まで
売りが先行する相場となった。また、米中の貿易協議にて中国には最重要問題で譲歩する意向が無いとする
情報が伝わったことも、株価下落の要因となり、。米中両国は第１段階の貿易協定の調印に近づいているが、
中国側は交渉を継続する意思はあるものの、米国が更に関税を撤廃する意向でない限り、今後交渉が意味の
ある結果を生むことは期待できないの考えを伝えていたことや、会談の機会と見ていた１１月１６日・１７日の
APEC

祝日前８日は、週末と祝日（護憲革命記念日）に挟まれていた為、ドルレアルは特段大きな動きを見せず、３．
８０～３．８１台で安定推移。ボベスパ指数は今週中に下院にて年金改革法案が承認されるとの楽観的な見方
が先行しており、堅調に推移。米国の利下げ観測に伴い、新興国資産に注目が集まっているが、①メルコスー
ルとＥＵ間の貿易協定の締結、②年金改革法案に伴う財政健全化期待、③２０１８年に上昇したＣＤＳの低下
によって、茲許では特にブラジルに注目が集まっている。

なお、年金改革法案の成立には上院・下院それぞれで２回投票し、５分の３以上の賛成票の確保が必要（上

院：８０議席のうち４９票以上、下院：５１３議席のうち３０８票以上）となっている。まずは下院にて票決を行うが、
Ｒｏｄｒｉｇｏ
の投票スケジュール延期の決議は、本日早朝に投票開始支持３３１人をもって否決され、１回目を本日１０日、
２回目を議会休会前迄に票決を行うスケジュールとなっている。

【為替】
・引き続き新型コロナウイルスが相場の重石となり、リスク回避の動きが継続。11/28にブラジル中央銀行が介
入を発表した4.27レアル台をマーケットが意図的に試しに行く動きとなった。
・夕方にWHO（世界保健機関）が新型コロナウイルスに関して国際的な緊急事態宣言をしたことで、4.24レア
ルまで戻したが、来週のCOPOMの政策発表内容に注目が集まっており、3月も利下げを行う展開となる場合
は、4.30レアルを超えるとの予想も出ている。
【株式】
・朝から一時113,000ポイントを下回る水準まで下落していたボベスパ指数は、WHOが緊急事態宣言を発表し
たことで切り返し、前日比プラスの115,000ポイント台半ばまで上昇。WHOのテドロス事務局長は「中国の旅行
や貿易を制限をする措置は現時点では必要ない」とコメントしており、経済活動への配慮をした貌となった。
【その他】
・米国4QGDP：前期比年率+2.1％（市場予想：+2.0％、前回：+2.1％）
・米国4Q個人消費：+1.8％（市場予想：+2.0％、前回：+3.2％）


